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第
七
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
七
十
四
条

令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
出
生
し
た
者
が
、
出
生
し
た
時
点
に
お
い

て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

体
重
が
二
千
グ
ラ
ム
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
在
胎
週
数
が
三
十
三
週
以
上
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
在
胎
週
数
が
二
十
八
週
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
八

十
六
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
七
十
四
条
ノ
二
か
ら
第
七
十
四
条
ノ
十
二
ま
で
を
削
る
。

第
七
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
）

第
七
十
五
条

令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

天
災
、
事
変
そ
の
他
の
非
常
事
態

二

出
産
し
た
者
の
故
意
又
は
重
大
な
過
失

第
七
十
五
条
ノ
二
か
ら
第
七
十
五
条
ノ
九
ま
で
を
削
る
。

（
出
産
手
当
金
の
支
給
の
申
請
）

第
七
十
九
条

法
第
七
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
出
産
手
当
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
申
請
書
を
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号

二

被
保
険
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

三

出
産
前
の
場
合
に
お
い
て
は
出
産
の
予
定
年
月
日
、
出
産
後
の
場
合
に
お
い
て
は
出
産
の
年
月
日
（
出
産
の

日
が
出
産
の
予
定
日
後
で
あ
る
と
き
は
、
出
産
の
予
定
年
月
日
及
び
出
産
の
年
月
日
）

四

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

五

職
務
に
服
さ
な
か
っ
た
期
間

六

出
産
手
当
金
が
法
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
報
酬
の
額
及
び
期
間

七

出
産
手
当
金
が
法
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
報
酬
の
額
及
び
期
間
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

報
酬
の
額
及
び
期
間
、
法
第
七
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に

よ
り
受
け
た
出
産
手
当
金
の
額
並
び
に
報
酬
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

出
産
の
予
定
年
月
日
に
関
す
る
医
師
又
は
助
産
師
の
意
見
書

二

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
の
医
師
の
証
明
書

三

前
項
第
五
号
の
期
間
に
関
す
る
事
業
主
の
証
明
書

３

前
項
第
一
号
の
意
見
書
に
は
、
こ
れ
を
証
す
る
医
師
又
は
助
産
師
に
お
い
て
診
断
年
月
日
を
記
載
し
、
記
名
及

び
押
印
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

同
一
の
出
産
に
つ
い
て
引
き
続
き
出
産
手
当
金
の
支
給
を
申
請
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
申
請
書
に
第
二

項
第
一
号
の
意
見
書
及
び
同
項
第
二
号
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

５

第
五
十
八
条
第
三
項
の
規
定
は
、第
二
項
第
一
号
の
意
見
書
及
び
同
項
第
二
号
の
証
明
書
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
九
条
の
次
に
次
の
款
名
を
付
す
る
。

第
四
款

家
族
療
養
費
、
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
、
家
族
移
送
費
、
家
族
葬
祭
料
及
び
家
族
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給

第
八
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
家
族
療
養
費
の
支
給
）

第
八
十
条

第
四
十
三
条
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
四
条
、
第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
七
条
か
ら
第

五
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
家
族
療
養
費
の
支
給
及
び
被
扶
養
者
の
療
養
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
四
十
三
条
中
「
被
保
険
者
が
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
、「
被
保
険
者

の
被
扶
養
者
が
法
第
七
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は
ニ
」
と
、
第
四
十
六
条
中
「
被
保
険
者
が
法
第
五
十
五
条

第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
、「
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
法
第
七
十
六
条
第
二
項
第
一
号
ハ
又
は

ニ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
条
ノ
二
及
び
第
八
十
条
ノ
三
を
削
る
。

第
八
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
家
族
療
養
費
の
支
払
）

第
八
十
一
条

被
保
険
者
の
被
扶
養
者
が
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
五
条
、
第

九
十
三
条
第
五
項
又
は
第
九
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
医
療
機
関
等
又
は
保
険
薬
局
等
か
ら
療
養
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
七
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
被
保
険
者
に
支
給
す
べ
き
家
族
療
養
費
は

当
該
保
険
医
療
機
関
等
又
は
保
険
薬
局
等
に
対
し
て
支
払
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
一
条
ノ
二
か
ら
第
八
十
一
条
ノ
五
ま
で
を
削
る
。

第
八
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
家
族
訪
問
看
護
療
養
費
の
支
給
）

第
八
十
二
条

第
五
十
七
条
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
及
び
第
六
十
八
条
の
規
定
は
、
家
族
訪
問
看
護

療
養
費
の
支
給
及
び
被
扶
養
者
の
指
定
訪
問
看
護
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
六
十
条
中「
被

保
険
者
が
法
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
、「
被
扶
養
者
が
法
第
七
十
六
条
第
二
項
第

一
号
ハ
又
は
ニ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
二
条
ノ
二
か
ら
第
八
十
二
条
ノ
二
十
ノ
三
ま
で
を
削
る
。

第
八
十
三
条
か
ら
第
八
十
五
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
家
族
移
送
費
の
支
給
）

第
八
十
三
条

第
六
十
五
条
か
ら
第
六
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
家
族
移
送
費
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
家
族
葬
祭
料
の
支
給
の
申
請
）

第
八
十
四
条

法
第
八
十
条
の
規
定
に
よ
り
家
族
葬
祭
料
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
協
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

被
保
険
者
証
の
記
号
及
び
番
号

二

被
保
険
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
住
所

三

死
亡
し
た
被
扶
養
者
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

四

第
七
十
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項

２

第
五
十
八
条
第
三
項
及
び
第
七
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、
前
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
）

第
七
十
六
条

令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行

規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
別
表
第
五
号
の
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
六
条
ノ
二
か
ら
第
七
十
六
条
ノ
四
ま
で
を
削
る
。

第
七
十
七
条
か
ら
第
七
十
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
）

第
七
十
七
条

令
第
七
条
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
病
院
、
診
療
所
、助
産
所
そ
の
他
の
者（
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
病
院
等
」
と
い
う
。）に
対
し
、
当
該
病
院
等
が
三
千
万
円
以
上
の
補
償
金
を
出

生
し
た
者
又
は
そ
の
保
護
者
（
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
出
生
し
た
者
を
現
に
監
護
す

る
も
の
を
い
う
。）（
次
条
に
お
い
て
「
出
生
し
た
者
等
」
と
い
う
。）に
対
し
て
適
切
な
期
間
に
わ
た
り
支
払
う
た

め
の
保
険
金
（
特
定
出
産
事
故
（
同
号
に
規
定
す
る
特
定
出
産
事
故
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
病
院
等

の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
病
院
等
が
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
う
と
き
は
、
補
償
金
か
ら

当
該
損
害
賠
償
の
額
を
除
い
た
額
と
す
る
。）が
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
令
第
七
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
講
ず
る
措
置
）

第
七
十
八
条

令
第
七
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
講
ず
る
措
置
は
、
病
院
等
と
出
生
し

た
者
等
と
の
間
に
お
け
る
特
定
出
産
事
故
に
関
す
る
紛
争
の
防
止
又
は
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
特
定
出
産
事
故

に
関
す
る
情
報
の
分
析
結
果
を
体
系
的
に
編
成
し
、
そ
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供
す
る
た
め
、
特
定
出
産
事
故

に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
及
び
提
供
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
適
切
な
機
関
に
委
託
す
る
こ
と
と
す
る
。

˜—š


		2009-12-27T14:57:52+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




